
広報ゆくゆく第 54 号 (1)

通常総会と輪投げ大会を行いました！

　予定どおり、令和８年５月２４日（日）、加茂市のゆきつばき荘において、

10 時 30 分より、当会の第７回通常総会を開催いたしました。すべて異

議なく原案どおり賛成をいただきました。任期満了による役員改選でした

が、またまたこれまでと同じ顔触れの執行部となりました。

　総会終了後、同会場にて輪投げ大会を行いました。なかなか思った以上

に難しい。縦横斜め１列を狙っても入らない・・・。国際大会があるのも

頷けますなぁ。

　得点上位者の点数は、少なくとも１列に輪を入れたものでした。やはり

２倍の点数は大きいのです。

　予算が限られているため、豪華！？景品は

１位から３位まで。見事ゲットされた方、お

めでとうございます。ただ、今回は食べ続け

ると健康を害しそうなカップラーメンオンパ

レードをやめ、日用雑貨品類を中心にご用意

させていただきました。なお、入賞できなかっ

た 人 に は、 さ さ や

かながらの参加賞。

　 そ の 後、 用 意 し

たお弁当で昼食会。

　案内しておりま

せ ん で し た が、 急

きょビンゴ大会を行いました。意外とビンゴ大

会の方が盛り上がってしまいます。人気なので、

もう恒例行事としましょうかね・・・。

　ご参加いただきました方々、ありがとうござ

いました。これからの行事・事業も引き続きご

理解とご協力をお願いいたします。
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正会員と賛助会員の新規会員を随時募集しております。入会金は無料です。

途中入会の場合の年会費は、入会月の翌月より年度末までの月数分となります。

正　会　員　年会費　３，０００円

　　　　　　① 加茂市に居住する知的障がい児・者の両親、又は、これに準ずる保護者の方

　　　　　　② 両親等のいない加茂市に居住する知的障がい者の方

賛 助 会 員　年会費　１口３，０００円（１口以上何口でも可）

　　　　　　この会の活動を賛助し、主に財政的支援を行うため、この会に入会した個人又は団体

ご入会のお申し込み、お問い合わせは、お電話（0256-53-8285）にて承ります。

新規会員随時募集中！
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「加茂スポーツ交流会」 が開催されます！
　加茂市社会福祉協議会の主催による「加茂スポーツ交流会」が、下記の日程により開催されます。

　この事業は、加茂市内で行っているスポーツをたくさんの方々に「見て」「体験して」もらい、身体を動かすことで、

体力の向上を図り、楽しく参加して交流を図ることにより、スポーツの一層の普及に寄与したいとして企画された

ものです。また、障がい事業所で製作された作品や商品などの販売も行われる予定です。

記

日　    時：令和８年１０月１７日（土）１０時～１２時３０分

会　    場：スパーク加茂（加茂市大字加茂新田９７５４番地）

スポーツ種目：カーリンコン　輪投げ　モルック　ボッチャ　ゲートボール

参  加  費：無料

参加方法：参加をご希望の方は、社会福祉協議会（電話 0256-52-6667）までご連絡ください。

　　　　　（人数把握のため、ご協力をお願いいたします。）

そ  の  他：会場駐車場には限りがあります。

　　　　　市役所から会場まで無料シャトルバスを運行いたしますのでご利用ください。

　　　　　参加された方に、参加賞をご用意しております。

　　
〈 輪投げ 〉　　　　　　〈モルック〉　　　　　　〈ボッチャ〉　　　　　　〈ゲートボール〉

【お問合わせ】

　加茂市社会福祉協議会（加茂市幸町二丁目３番５号　加茂市役所別棟）

　電話番号　０２５６－５２－６６６７

　無事総会が終わり、実質的な新年度のスタート、と気を引き締めています。今年

の家族研修（バス旅行）は、県外への遠出を考えていますが、昨今のバス事故が影

響し、より安全安心なバスの旅が求められます。他の行事も同様に、楽しんでいた

だけるものになるよう企画してまいります。多くの方々に参加いただきたいと思い

ますので、皆様のご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　( す )
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障がい者が主演（出演）している映画のご紹介 51

今回ご紹介するのは…「モーツァルトとクジラ」
　2004 年製作のアメリカ映画、日本公開は 2007 年。アスペルガー

症候群の男女の恋愛映画となっている。自分の感情をストレート

に表に出すことが多く、感情をコントロールすることがなかなか

難しい。頻繁にぶつかりあうので、人生も恋愛も仕事も上手くい

かない。障がいの特性とも言えるが、そのぎこちなさは、意外と普通の恋愛関係にあ

る男女でも大いにありうると思わせる流れになっており、監督はそこを狙っているの

だろう。ゆえに普通のピュアな恋愛映画として観ることもできる。自分の気持ちに素

直になるのが一番。特に恋愛に関しては、と気付かせてくれる。ヒロイン役のラダ・

ミッチェルのキュートさに魅かれ、一気にファンになってしまったのだった。　（す） 画像は amazon.co.jp より転載


